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W219c Nano-JASMINE 衛星の開発：完全空乏型CCDのピクセル応答関数 II
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　超小型位置天文衛星 nano-JASMINEはフライトモデルが組みあがり、最終調整をしつつ、打ち上げを待つ
状況である。なお、nano-JASMINE衛星は、ブラジルアルカンタラ国際宇宙センターより、ウクライナ製サイク
ロン４型ロケットにより、高度～800Km の太陽同期軌道に打ち上げられる予定である。
　本講演では、nano-JASMINE 衛星観測のキーテクノロジーのひとつあるCCD を用いた星像位置決定精度に

関連した評価実験について、２０１２年秋の報告に引き続き、波長を変えた新たな実験結果なども含めてを報告
する。
　軌道上でのCCD は宇宙放射線により、暗電流の増加や転送性能の劣化が見られることが知られており、我々

が使用する浜松ホトニクスの完全空乏型 CCD も例外ではない。特に転送性能の劣化は星像プロファイルの変形
をまねき、星像の位置決定精度に様々な影響を及ぼすことが予想される。そこで、最も基本的なデータとしての
CCD のピクセル応答関数の精密な測定を行った。これらの測定では動作温度、観測波長、観測 F 比など、実際
の条件に合わせることが困難なものがあり、異なった条件をシミュレーションによって推定するこが必要である。
実際の観測のシミュレーションとして、星のスペクトル、明るさなどを入力として、観測結果を推定することは、
位置決定精度の評価および位置決定精度のパラメータ推定に極めて有効であると思われる。これらのシミュレー
ション手法と測定値から、予想される観測出力を求め、位置決定精度への影響を調査する。解析する時に必要と
なるパラメータの推定なども行う。


